
１ はじめに 

 近年，省資源モータとしてスイッチトリラクタンスモータ

（SRM）の実用化が期待されている。従来の SRM は永久磁

石型同期モータと比較して効率では劣っていたが，モータ

の形状と励磁タイミングの最適化により，永久磁石型同期

モータと同等のモータ効率が得られることが先行研究によ

って明らかにされている(1)。  

 これまで有限要素法静磁場解析と過渡解析を用いて，電

気自動車（EV）に適用する高効率 SRM の設計と試作を行

ってきた(2), (3)。本稿では，先に試作した高効率 SRM を用い

た EV用 SRM駆動システムを小型 EVに搭載し，実走行試

験を行い，それに対する検討考察を行う。 

 

２ 試験システム 

 図 1 に小型 EV のシステム構成を示す。後輪の各輪に

SRM が接続されている。変速機は使用せず，ギア比 1/2 

の減速機のみを介して SRM はタイヤと接続される。FPGA

より演算された励磁信号はインバータに送られ，インバータ

により SRMが励磁される。アクセルは SRMの回転速度を調

整するために使用される。3 相の電流は電流センサにより

検出される。過電流保護回路を設置することにより，過電流

が流れた場合に IGBTのゲート信号をオフし，IGBTの破壊

を防ぐ。また，モニターは FPGA に接続され，SRM の回転

速度と SRMの電流値を瞬時に確認することができる。 
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３ 試験結果 

 バッテリー電圧 24V を印加時において，アクセル（duty

比）を 0 から 50%，また 50 から 0%にステップ変化させたとき

の過渡応答を観測し，評価した。 

 図 2に duty比の 0から 50%のステップ変化に対する各信

号の応答波形を示す。図 3 に duty 比の 50 から 0%へのス

テップ変化に対する各信号の応答波形を示す。RE（ロータ

リーエンコーダ）の出力信号から演算された回転子位置に

応じて，正しく FPGA でゲート信号が演算されている。 
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４ まとめ 

 小型 EVのアクセル信号である duty比のステップ変化に

対する過渡応答を示した。試験結果より各相の励磁及び回

転数の演算が正常に行われていることが確認できた。 
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図 1 小型 EV 

 

図 2 アクセル duty 比 0-50% 

図 3 アクセル duty 比 50-0% 
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